
                                          

単独運転防止方式の概要 

メーカ名  

形名  
 

 
項目 受動的方式 能動的方式 

１．方式名称 電圧位相跳躍 周波数シフト 

２．基本原理 系統側の電圧波形が電圧ゼロ点を切る時間間隔を１周期ごとに計測し、

位相の急変を検出する。検出した場合１０秒間 する。単独運転ｹﾞｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

時は により系統電圧、周波数が変化するので、系統不足電圧保ｹﾞｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

護継電器、系統周波数低下保護継電器等が働き連系リレーを解列する。 

系統周波数に対して一定周期で出力周波数をシフトさせ、系統周波数に変

化があればシフト方向を固定し、これが０．５秒以上継続したらｹﾞｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

及び連系リレーを解列する。 

３．回路方式 

 または 

 制御フロー 

電圧位相跳躍検出動作  

（系統周波数：５０Ｈｚ、整定値： 度、誘導性負荷の場合） ±４

 

５０Ｈｚ時の系統周期は .  20 00ms     

位相角4 度の時間は .   20 00ms*4 360 0.222ms度÷ 度＝           

８サイクル分の系統周期をtf、その後の系統周期をtn(n=0 7)～  として、

 | tn-tf/8| n=0  0. 222ms ＞ 0. 2 ms ～7 は ）22 （ 、 整定値             

となったら位相跳躍が生じたと判断しゲートブロックする。 

 
 

（１）周波数シフト動作 

 
 
 
 
 
 
（２）制御動作  

出荷時整定値 出荷時整定値 ４．整定範囲 検出時間：０．５秒以下（１０秒間保持） 

整定値： ～ 度 度刻み±２ ±１０ ２( )  ±４度 

検出時間：０．５～１．０秒 

整定値： Ｈｚ 固定±０．１ ( )  ±０．１Ｈｚ 
 

周波数変化の傾き 

インバータの出力周波数 

  10ｻｲｸﾙ 

０．５秒 

系統の周波数 

単独運転開始 

５ 後、周波数変化のｻｲｸﾙ

傾きが所定値以上なので

シフト方向を固定 

ゲートブロック及び 

連系リレー解列 

系統周波数が変化しないので

シフト方向を変化させる。 時間 

周
波
数

＋  0.1Hz   

－  0.1Hz    5ｻｲｸﾙ  5ｻｲｸﾙ 

０．５秒以内 
ゲートブロック 単独運転開始 

単独運転時の系統波形 
通常時の系統波形 

 V H（８サイクル）  V   V   V   V  ．．． 

＋ .  0 1Hz   系統電圧 

出力電流 

－  0.1Hz   

系統電圧 出力電流 
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